（仮称）浦尻貝塚史跡公園づくり

第１回市民検討会資料

日時：平成20年５月１７日

      10：00～12：00

場所：浮舟文化会館
次    第

１．開会

２．文化財課長あいさつ

３．自己紹介

４．内容

（１）（仮称）浦尻貝塚史跡公園整備事業について

（２）検討会の目的と進め方について

（３） 史跡公園について

（４） 浦尻貝塚の概要について

（５） その他

５.
閉会

（１）（仮称）浦尻貝塚史跡公園整備事業について

· 基本方針    別紙１参照

· 基本計画の検討組織
①  市民検討会（南相馬市民 公募）
②  浦尻貝塚整備検討委員会 （文化庁・大学の先生など）
③  浦尻行政区検討会（浦尻行政区各種団体代表など）
④  福浦小学校６年生
（２）市民検討会の目的とすすめ方について
· 目的
南相馬市民が、誇りを持てる史跡公園をつくる！

· 目標

保存活用の基本的な考え方をまとめる。

⇒ 史跡公園の平面計画図素案をつくる。

· すすめ方

1 お互いを知る。

2 学ぶ。

3 積極的に、自由な意見を出す、聞く。

4 意見をまとめ、協力して作業を行う

5 結果を発表する。
6 決まったことを確認する。

· 日程

	回
	期日
	時間
	内  容

	第１回
	５月１７日（土）
	10：００～

12：00
	浦尻貝塚、史跡公園の説明

	第２回
	５月３１日（土）
	10：００～

12：00
	浦尻貝塚現地見学、史跡公園の意見交換

	第３回
	６月14日（土）
	８：30～
	先進地研修（茨城県土浦市 上高津貝塚）

	
	
	18：３0
	史跡公園・博物館見学、火おこし体験

	第４回
	６月28日（土）
	10：００～

12：00
	浦尻貝塚現地での検討 

	第５回
	７月12日（土）
	10：００～

12：00
	史跡公園（案）づくり

	第６回
	７月26日（土）
	10：００～

12：00
	史跡公園（案）の発表


（３）史跡公園について

・ 通常の公園事業と異なる役割

①  史跡を保存する。

②  史跡を活用する。

・ 史跡公園活用の一般的な目的

1 学校教育、社会教育

2 学術研究

3 まちづくり資源

4 住民の憩いの場

5 観光資源

（４）浦尻貝塚の概要について

・ 縄文時代 

⇒  「氷河期の終わり」から「米作り」まで（15,000年～2,500年前）

⇒  狩り・魚とり・木の実ひろい

・ 浦尻貝塚の頃の「おだか」

⇒  およそ６，０００年前  
地球温暖化 →南極の氷がとける → 海水面の上昇 → 海が内陸に入る

⇒  およそ３，０００年前
寒くなる → 海が凍る → 海水面の低下 → 海が退く → 井田川浦
・ 浦尻ムラのすごいところ
⇒  大きなムラ。
⇒  長く続いたムラ。
⇒  貝塚がある。

・ さまざまな出土品
・ 浦尻ムラの様子

⇒ たて穴住居、柱穴、木の実をたくわえる穴
・ 浦尻貝塚からわかる人と自然の関わり

⇒ 自然に生かされ、自然を生かす縄文人

浦尻①段階  5700年前頃
ムラのはじまり

浦尻②段階  5500～5000年前頃
大きくなる浦尻ムラ

浦尻③段階  5000～3500年前頃
ムラがさらに広くなる

浦尻④段階  3500～2800年前頃
ムラが小さくなる

（５）その他

・第２回の開催について
① 期   日  ５月31日（土）

※  小高区の方

集合時間  10：00

集合場所  浮舟文化会館

※  原町・鹿島区の方
          集合時間  9：40

          集合場所  南相馬市文化センター

② 内    容  浦尻貝塚現地視察
③ 注意事項

· 雨天の場合は、浮舟文化会館内で作業します。集合時間の変更はありません。
· 動きやすい服装・靴でお越しください。
· 直接現地に向かう方は、先にご連絡ください。

・第３回の開催について

① 日  時  6月14日（土）８：３０～１８：30

② 内  容  茨城県土浦市 「上高津貝塚」見学

③ その他  欠席される方は、事前にご連絡ください。
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